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利用・用途・応用分野

細胞遺伝子分野、顕微鏡下で細胞に遺伝子や試薬を細胞へ導入する研究用途

目的・課題 解決ポイント

顕微鏡下に処理を施す細胞を選択
することや処理後、直ちに顕微鏡観
察できず、媒体も多く必要とされるた
め、顕微鏡下での細胞又は生物体
の生存下での細胞に対して適格に
狙った部位の細胞に対して極めて狭
い範囲で正確にエレクトロポレーショ
ンを行うことができるマイクロポレー
ション装置の提供を目的とする。

研究概要・アピールポイント
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本発明のエレクトロポレータを用いる
ことにより、皮膚を剥離した固体の上
皮細胞であれば、導入溶液と通電箇
所がずれることなく、簡便に、エレクト
ロポレーションできるため、
Ｉｎ Ｖｉｖｏエレクトロポレーション法への
応用も可能となる。
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細胞に蛍光色素を導入した顕微鏡写真

シャーレやカバーガラス上で培養され、
該培養器に付着した細胞を、顕微鏡下
で観察しながら形質転換用の遺伝子導
入や薬剤を注入する細胞又は細胞群を
選別し、その位置にて把手を兼ねるマイ
クロインジェクタ部の先端に存在するマ
イクロポレーションを施すための電気パ
ルス印加用電極付の容器（以下、キュ
ベット）を設置する。把手兼インジェクタ
を握って容易に目的とする位置にセット
できる。その上でインジェクタより遺伝子
や薬剤等の処理に用いる物質の液体
（懸濁物を含む）を細胞上に注いで、電
気パルスを印加できる。顕微鏡で観察
しながら電気パルスをかけ、細胞の変
化を見ることができる。マイクロインジェ
クタ先端容器は極めて小さく、内容積は
０．５～３μリッター程度でできるので、マ
イクロインジェクタにより供給される溶液
の量も極めて僅かでよい利点もある。
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